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難分解性有機材料分析技術の開発 

 

Development of analytical method for sparingly soluble organic materials 

 

横澤幸仁、一戸聡子 

 

RoHS 指令、PFOS 規制、REACH 規制等の世界的環境有害物質規制に係る分析証明は、技術的難度が

高いことから、主に県外の大手分析センターに依頼されている状況にある。そこで、当研究では県

内企業が環境有害物質分析証明に要している経費的、納期的負担軽減を図ることを目的に、電子部

品や自動車部品等で使用されている難分解性有機材料に含まれる鉛、カドミウムの分析技術を開発

した。 

RoHS 指令において、鉛、カドミウムは試料を完全溶解させた後にＩＣＰ発光分光分析装置等で測

定しなければならない。特に機能性強化のために無機材料が配合されているエンジニアリングプラ

スチックは、混合されている各無機物質に適した分解方法を選択して完全溶解させる必要がある。

今回はその中でも分解・溶解が難しいアンチモンを混合した樹脂とガラス繊維を混合した樹脂を対

象として、分解方法、分解条件、残渣の有無などを調べ、ＩＣＰ発光分光分析装置で測定可能な溶

液調製方法を決定した。 

また、その分析フローによる鉛、カドミウムの回収量と定量下限値を測定した。アンチモン系に

おける鉛とカドミウムの回収率はそれぞれ 94％と 95％、定量下限値は鉛が 0.2mg/L、カドミウムが

0.04mg/L であった。ケイ酸系における鉛とカドミウムの回収率はそれぞれ 95％と 94％、定量下限

値は鉛が 0.2mg/L、カドミウムが 0.04mg/L であった。 
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図１　アンチモン系におけるPbの添加量と回収量の関係
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図２　アンチモン系におけるCdの添加量と回収量の関係
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図３　ケイ酸系におけるPbの添加量と回収量の関係
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図４　ケイ酸系におけるCdの添加量と回収量の関係
 


